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Abstract: 教員育成の授業は教師を目指す学生が実際の教育現場に行き，数週間そこ
で授業を担当するという形が一般的である．その期間以外は学習者を想定としての活

動となり，実習生が現実の学習者に対して活動できる機会は非常に限られている．そ

こで発表者らは，その数週間の実習期間外でも実際の学習者を相手に実習できること

を目標とし，国内私立大学の日本語教師を目指す実習生と大韓民国の日本語学習者と

の間で作文・発音指導に関する非同期遠隔教育実験を行ったので報告する． 
 
 
 
１．はじめに 
ＰＣやインターネットを利用して学習する e-learning の最大の利点は時間と場所の制約を受

けないということである．逆に教育実習生が実際に実習をする時間と場所はかなり限定されてい
る．そこで筆者らは e-learning を教育実習の現場で活用し，学習者と教員志望の学生を結びつ
けることができれば両者にとって利益があるのではないかと考えた． 
近年，国際化の流れの中で日本国内の外国人は年々増加しており，それに伴って日本語学習者

の数も増加している．そのため日本語教師の需要も増加傾向にある．今回筆者らが対象としたの
は，国内私立大学の日本語教師を目指す実習生と大韓民国の日本語学習者である．両者を結び付
け，日本語学習者が日本語の作文をしてそれを録音し，それを日本語教員志望の講義の学生が訂
正・フィードバックするために必要なサイトを構築した．また，サイトを利用して双方が直接学
習していくだけでなく，テキスト，音声や映像を用いて積極的にコミュニケーションをとること
で異文化交流を活発に行なうことが可能となり，お互いの文化理解を深めることもシステムを開
発する上での重要な目的であると位置付けた． 
 
２．システムの概要 
本システムは，音声掲示板とビデオチャットの２つの機能を備えている．学習活動は音声掲示
板を中心に行われる．掲示板にはマイク音声の録音機能とファイルのアップロード機能が実装さ
れている．学習者はあらかじめ与えられたテーマ（例：自己紹介）に関して日本語で文章を作成
し，さらにその文章を読み上げ録音した音声ファイルとともに掲示板に投稿する．実習生はその
文章と音声ファイルを添削し，修正した結果を返事として投稿する．これを繰り返すことで日本
語学習者の作文能力と発音能力の向上が図れ，一方で実習生は現実の学習者を相手に経験を積む
ことが可能となる．また，基本的に学習活動は非同期で行われるが，ビデオチャット機能を利用
することで同期型遠隔教育としての側面を持たせることができる．遠隔教育には取り掛かりの部
分が非常に重要であり，顔も知らないもの同士ではなかなか積極的な交流は期待できない．そこ
で最初の導入部分として，ビデオチャットを使用し，お互いに顔見知りになっておくことでその
後の活発な交流を引き出すことを試みた．本システムはこれらの機能をWebアプリケーション
で実現している． 
 音声掲示板と次で説明するビデオ掲示板は Sun Microsystemsの Javaで開発を行ない，デー
タベースにはMicrosoftの Access2000を用いた．次の章でそれぞれの詳細について述べる． 
 
 



３．システムの詳細 
３－１．ログイン画面 
 本システムを利用するユーザはその役割に
よって“ student”，“ student teacher”，
“teacher”の３種類に分類される．student
は日本語学習者，student teacherは日本語教
師を目指す実習生，teacherはそれぞれの授業
を担当している教員である．ユーザはサイトに
接続すると最初に 3 つの役割の中から自分の
役割を選ぶ．ログイン画面が表示されたらユー
ザ IDとパスワードを入力しログインする．ト
ップページが表示されたら利用したい機能を
選ぶことで学習をはじめることができる． 

 

 
３－２．音声掲示板 
 トップページで VOICE BBS を選ぶと図２
のような画面が表示される．この音声掲示板は
学習者のサポートを実習生が行なうためのも
のである．インターネットで一般的に見られる
掲示板と似た仕組みであるが，書き込みがテー
マごとに分類される点，音声ファイルやワード
ファイル，PDF ファイルをアップロードでき
る点，さらには録音し音声ファイルを作成でき
る点が特徴である． 
学習者は与えられたテーマに従って文章を

作成した後，それを音読して音声ファイルを作
成する．その後作成したそれらのファイルをア
ップロードする． 

(1)実習生側はアップロードされたファイルを
評価し，間違った部分を修正した新しいファイ
ルをアップロードする． 
このようにテキスト情報や音声情報のやり

取りを行なうことで，学習者側は日本語の理解
を深められ，実習生側は日本語を教える場を持
つことができる．  
音声掲示板の画面構成は図２のように４つ

のフレームに分かれている．まず(1)のメニュ
ーフレームの中のテーマを一つ選ぶとポップ
アップメニューが表示される．そして新規作成，
一覧表示，見本（文書），見本（音声）から一
つ選びクリックする． 

 
＜新規作成＞ 
新規作成を選ぶと中央下の(3)のフレームに掲
示板記事の新規作成画面が表示される．図３の
(5)は音声を録音，再生するための JAVA アプ
レットである．このアプレットは作成した音声
ファイルの波形を見ることができる．学習者は
まず与えられたテーマに従って文章を作成す
る．今回は日本語学習者側に日本語入力の環境がなかったた
で読み取り，PDF ファイルとして利用することにした．次に
イルを作成する．図中“Record”ボタンをクリックすると録
ックすると終了する．音声の録音に成功すると，アプレット中
ル名を入力し，“Save”ボタンを押せば wavファイルが作成
図１．ログイン画面 

(4)

(2)

(3)

め

音

さ

図２．音声掲示板 
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クすることで保存したファイルを読み出し，
“Play”ボタンをクリックすることで音声フ
ァイルを再生することができる．学習者は作
文をスキャナで取り込んだ PDFファイルと，
それを吹き込んだ音声ファイルを用意し，適
切なタイトル，テキスト，作成したファイル
のパスを指定し “Submit”ボタンをクリッ
クして投稿する． 

(6)

 
＜一覧表示＞ (7)  一覧表示を選ぶと画面右の(8)のフレーム
にスレッドの一覧が表示される．タイトルに
リンクが貼ってあり，クリックすると中央下
の(7)のフレームにその内容が表示される．ま
た音声アイコンをクリックすると，中央上の
(6)のフレームにある音声ファイル再生用ア
ップレットで音声を聞くことができ，ワード
アイコンや PDF アイコンをクリックすると
新しいウィンドウでそれらのファイルを開
くことができる．(7)のフレームの内容表示画
面内にあるファイル名をクリックすること
でも同じことができる．実習生は，学習者が
送信した情報を評価した後，文章を修正した
ワードファイルを作成し，“レスポンス”ボ
タンをクリックする．そうすると新規作成と
同様の画面(7)のフレームに表示される．実習
生は見本となる音声ファイルを作成し，新規
作成時と同様に必要な情報を入力して送信
する．こうしたやり取りを一つのテーマにつ
いて数回続けることで学習者の理解を深め
ていく仕組みになっている． 

図４．一覧表示画面 
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図５．パーソナルデータ 

 
＜見本＞ 
 見本（文書）を選ぶと与えられたテーマに関しての見本の文章を別ウィンドウで見ること
きる．また，見本（音声）を選ぶと見本の文章をもとにした音声ファイルを(9)のフレーム
生用アップレットで聞くことができる． 
 
＜その他機能＞ 
 メニューフレーム内のmy dataをクリックすると，過去にユーザが送信した記事の一覧
ーマごとに日付順に(11)のフレームに表示される．日付をクリックすると(10)のフレームに
内容が一覧表示の場合と同様に表示される．また“student”と“student teacher”のユー
いくつかのグループに分けてデータベースに登録されており，実習生は同じグループの学習
担当するという形をとっている．そのため“student teacher”でログインすると同じグル
の実習生と学習者の個々のデータをセレクトボックスの中から選びmy dataと同様の形式
示させることができる．また“teacher”として登録されているユーザはすべての実習生と
者のデータを表示させることができるようになっている． 
  
 
３－３．ビデオチャット 
Web を使って遠隔地との交流を行なう場合，顔の知らないもの同士では積極的にコミュニ
ションを取るのは難しく，あらかじめある程度相手を意識しておくことが必要である．そこ
デオチャットを使うことでその問題を解決しようと考えた．実習生側と学習者側はまずビデ
ャットを使ってお互いに自己紹介をするなどしてある程度の交流を深めておく．さらにビデ
ャット機能によって本システムは非同期，同期どちらも可能なシステムへと拡張され，コミ
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ケーション手段の多様化も実現できる．ビデオチャット機能は Macromedia社の Flashで開発
を行った．以下にその詳細を説明する． 
 
まずビデオチャット機能を使用するためには
カメラとマイクロフォンを用意する必要があ
る．ビデオチャット画面を図６に示す． 
(11)にはユーザ名を入力する．ログインボタン
を押すことでログインされ(12)のユーザリス
トに入力した名前が表示される．(13)ではプル
ダウンメニューからアップロードとダウンロ
ードの帯域幅を特定する．(14)にはユーザ自身
と相手のカメラの映像が表示される．またこ
こではテキストチャットも同時に行なうこと
ができる．(15)がテキストチャット部である． 
ビデオチャット機能により映像を交えたコミ
ュニケーションが可能となり，コミュニケー
ションの多様化が実現されている． 
 
４．実験 
 
 本システムは2004年度前期に韓国の日本語学
行っている．原稿執筆時までに得られている本
の中でネイティブである教員志望の学生から指
た学生が見られることや，双方にとってモチベ
前期終了時に本システムに関する評価アンケー
声を分析することでより詳しく本システムの効
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学生の間で利用実験を
，韓国の日本語学習者
に自然な発音を習得し
ることが挙げられる． 
日本語学習者の録音音
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